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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 当期業績の概況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、アジア地域では、中国等において景気が減速しているもの

の、米国等において景気回復が続いたことから、全体としては緩やかに回復しました。 

わが国経済は、企業収益及び雇用・所得環境が改善傾向にあることから、緩やかな回復基調が続きました。 

当社グループを取り巻く事業環境は、銅価格が下落したものの、事業全体において為替がおおむね円安基調で

推移したことの影響がありました。 

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は7,095億64百万円（前年同期比

5.5％減）、営業利益は361億95百万円（前年同期比6.3％増）、経常利益は389億76百万円（前年同期比2.7％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は457億66百万円（前年同期比96.9％増）となりました。

② セグメントの概況

（セメント事業） 

        (単位：億円)

   
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（増減率）

  売上高 906 969 63 （7.0％） 

  営業利益 64 94 29 (46.6％） 

  経常利益 60 89 28 （47.5％） 

 
 セメントは、国内では、建設業における人手不足や天候不順による工事の遅れ等により総需要が減少したなか、

販売数量は関東地区等での販売が減少したことから、減少しました。また、石炭価格の下落により、操業コストは

減少しました。米国では、南カリフォルニア地区のセメント需要が引き続き回復傾向にあったことから、販売数量

は増加しました。中国では、山東省における不動産投資関連の需要が減少したことから、販売数量は大幅に減少し

ました。なお、事業全体のセメント生産量は、5.7百万トン(前年同期比0.2百万トン減産)となりました。 

 以上により、前年同期に比べて事業全体の売上高及び営業利益は増加しました。経常利益は、営業利益が増加し

たことから、増加しました。 

 

（金属事業） 

        (単位：億円)

   
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（増減率）

  売上高 4,100 3,453 △647 （△15.8％） 

  営業利益 124 122 △2 (△1.8％） 

  経常利益 168 141 △26 （△15.5％） 

 
銅地金は、銅価格の下落及び購入品の販売減少に加えて、インドネシア・カパー・スメルティング社において６

月中旬から９月初めまで設備トラブルによる操業の一時停止があったものの、操業コストの減少及び国内における

増産により、減収増益となりました。なお、事業全体の電気銅生産量は、235千トン（前年同期比60千トン減産）と

なりました。 

金及びその他の金属は、鉱石中の含有量の増加により増産となったものの、パラジウム価格等が下落した影響に

より、増収減益となりました。 

銅加工品は、自動車向け製品等の販売が減少したことなどから、減収減益となりました。 

 以上により、前年同期に比べて事業全体の売上高及び営業利益は減少しました。経常利益は、受取配当金及び持

分法による投資利益が減少したことなどから、減少しました。 
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（加工事業） 

        (単位：億円)

   
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（増減率）

  売上高 680 777 96 （14.2％） 

  営業利益 83 90 6 （8.0％） 

  経常利益 81 87 5 （6.9％） 

 

超硬製品は、国内の需要及び欧米を中心とした海外の需要が堅調に推移したことを背景に、積極的な販売促進に

取り組んだことに加えて、平成27年４月に三菱日立ツール㈱（旧日立ツール㈱）を連結子会社にしたことから、増

収増益となりました。 

高機能製品は、自動車向け製品の販売が北米で堅調に推移したものの、国内及び東南アジアの販売が減少したこ

とに加えて、平成26年７月に日立金属ＭＭＣスーパーアロイ㈱（旧ＭＭＣスーパーアロイ㈱）が連結子会社から持

分法適用関連会社になったことにより、減収減益となりました。 

以上により、前年同期に比べて事業全体の売上高及び営業利益は増加しました。経常利益は、営業利益が増加し

たことから、増加しました。 

 

（電子材料事業） 

        (単位：億円)

   
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（増減率）

  売上高 305 353 48 （15.9％） 

  営業利益 20 15 △5 （△24.8％） 

  経常利益 33 37 4 （12.4％） 

 
機能材料及び化成品は、半導体製造装置関連製品の販売が堅調に推移したものの、スマートフォン用LSI向け製

品及びハイブリッド自動車向け製品の販売が減少したことなどから、減収減益となりました。 

電子デバイスは、白物家電向け製品の販売が堅調に推移したことに加えて、通信機向け製品の販売が増加したも

のの、新規製品への投資によるコストの増加などから、増収減益となりました。 

多結晶シリコンは、平成26年１月上旬から６月下旬にかけて操業を一時的に停止した四日市工場が当第２四半期

連結累計期間においては通常操業を継続したことにより、販売が増加したことなどから、増収増益となりました。 

以上により、前年同期に比べて事業全体の売上高は増加し、営業利益は減少しました。経常利益は、持分法によ

る投資利益が増加したことから、増加しました。 
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（アルミ事業）

        (単位：億円)

   
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（増減率）

  売上高 809 825 16 （2.0％） 

  営業利益 39 29 △10 （△26.4％） 

  経常利益 36 26 △9 （△26.9％） 

 

アルミ缶は、通常缶及びボトル缶の需要がともに増加した一方で、原材料コストが上昇しました。 

アルミ圧延・加工品は、自動車向け製品及び太陽電池向け製品の需要が減少しました。 

以上により、前年同期に比べて事業全体の売上高は増加し、営業利益は減少しました。経常利益は、営業利益が

減少したことから、減少しました。 

 

（その他の事業） 

        (単位：億円)

   
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減（増減率）

  売上高 1,147 1,154 7 （0.6％） 

  営業利益 30 33 2 （8.6％） 

  経常利益 49 39 △10 （△20.4％） 

 

エネルギー関連は、市況の低迷により石炭の販売が減少したことに加えて、水力発電所の更新工事により売電量

が減少したことから、減収減益となりました。 

E-waste（使用済みの電子電気製品）リサイクル事業は、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の影響が無くなっ

たことにより、処理量が減少したことから、減収減益となりました。 

エネルギー関連及びE-wasteリサイクル以外の事業は、合算で増収増益となりました。

なお、原子力・エンジニアリング関連部門の受注高は、294億円（前年同期比99億円減）、受注残高は、329億円

（同71億円減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は1兆8,322億円となり、前連結会計年度末比659億円減少しまし

た。これは、現金及び預金が減少したことなどによるものであります。

 負債の部は1兆1,643億円となり、前連結会計年度末比104億円減少しました。これは、支払手形及び買掛金が減

少したことなどによるものであります。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、業績が堅調に推移したことなどにより、

252億円の収入（前年同期比127億円の収入増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入等により、

215億円の収入（前年同期比429億円の支出減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動や投資活動の結果、467億円の収入となり、この収入を借入金の返済に充当したことなどにより、当第

２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、705億円の支出（前年同期比740億円の支出増加）

となりました。

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、689億円（前連結会計年度末比231億

円減少）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期通期の連結業績予想における売上高、営業利益及び経常利益につきましては、インドネシア・カ

パー・スメルティング社において一時的に操業を停止していたこと、セメントを中心とした販売数量の減少が見込

まれること、持分法損益の悪化が見込まれることなどを勘案し、前回（平成27年８月６日）公表値を以下のとおり

修正いたします。なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、税金費用の減少が見込まれることなど

から、前回公表値を変更しておりません。

 

    平成28年３月期通期業績予想の修正（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

        (単位：億円)

    前回公表値 今回公表値 増減率 

  売上高 15,800 14,800 △6.3％ 

  営業利益 850 830 △2.4％ 

  経常利益 920 880 △4.3％ 

  親会社株主に帰属 
する当期純利益 

650 650 － 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴う子会社株

式の取得関連費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載しておりま

す。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ296百万

円減少しております。また、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金が6百万円減少しております。

 

（３）追加情報

（環境対策引当金）

 廃棄物処理に係る損失及び秋田県鹿角地区における汚染土壌処理に係る損失に備えるため、支払見込額を計上し

ております。また、当社グループが管理する休廃止鉱山等における特定の鉱害防止対策工事に係る費用及び集積場

安定化対策工事に係る費用について、見積額を計上しております。

 休廃止鉱山等に係る特定の対策工事費用は、鉱山保安法技術指針改正に伴う大規模集積場の安定化対策及び危害

防止対策、近年の自然環境変化に対応するための水処理能力増強を主とする未処理水放流防止等の抜本的な鉱害防

止対策を実施するための費用であり、第１四半期連結会計期間において、工事内容が決定し、見積り金額が確定し

たことから、10,841百万円を環境対策引当金繰入額として特別損失に計上しております。

 なお、当該引当金は「固定負債」の「引当金」に含めております。

 

（４）偶発債務

当第２四半期連結会計期間（平成27年９月30日）

 当社の連結子会社であるインドネシア・カパー・スメルティング社（以下、連結子会社）は、平成26年12月30日

付で、インドネシア国税当局より、連結子会社の平成21年12月期の売上取引価格等に関し、47百万米ドル（当第２

四半期連結会計期間末日レートでの円換算額5,742百万円）の更正通知を受け取りました。また、連結子会社は、

平成27年１月28日付で、追徴金の一部である14百万米ドル（同円換算額1,679百万円）を仮納付しております。 

 しかしながら、インドネシア国税当局の指摘は、当局が抽出した企業との利益率の比較により売上高過少とする

著しく合理性を欠く見解であり、当社及び連結子会社にとって当該更正処分は承服できる内容ではないことから、

連結子会社は平成27年３月25日にインドネシア国税当局に対して異議申立書の提出を行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 93,152 55,162 

受取手形及び売掛金 230,874 230,590 

有価証券 － 15,000 

商品及び製品 85,100 88,931 

仕掛品 107,093 112,755 

原材料及び貯蔵品 104,539 100,367 

その他 249,772 213,107 

貸倒引当金 △2,129 △2,120 

流動資産合計 868,403 813,794 

固定資産    

有形固定資産    

機械及び装置（純額） 185,119 185,018 

土地（純額） 273,589 271,677 

その他（純額） 196,326 202,759 

有形固定資産合計 655,034 659,455 

無形固定資産    

のれん 41,249 51,832 

その他 11,686 18,002 

無形固定資産合計 52,936 69,835 

投資その他の資産    

投資有価証券 265,052 229,181 

その他 63,706 67,214 

投資損失引当金 △1,168 △1,168 

貸倒引当金 △5,807 △6,100 

投資その他の資産合計 321,783 289,126 

固定資産合計 1,029,753 1,018,418 

資産合計 1,898,157 1,832,213 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 128,375 99,973 

短期借入金 252,197 244,406 

1年内償還予定の社債 20,040 15,140 

コマーシャル・ペーパー 5,000 － 

未払法人税等 9,545 12,924 

引当金 13,206 13,527 

預り金地金 227,505 221,371 

その他 121,946 100,754 

流動負債合計 777,817 708,097 

固定負債    

社債 65,100 50,000 

長期借入金 288,534 260,895 

引当金 7,763 17,870 

退職給付に係る負債 39,662 41,736 

その他 89,764 85,758 

固定負債合計 490,825 456,261 

負債合計 1,268,643 1,164,358 

純資産の部    

株主資本    

資本金 119,457 119,457 

資本剰余金 92,272 92,265 

利益剰余金 252,858 293,980 

自己株式 △1,865 △1,920 

株主資本合計 462,723 503,783 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 42,717 29,348 

繰延ヘッジ損益 △1,025 1,235 

土地再評価差額金 33,856 33,160 

為替換算調整勘定 15,746 14,095 

退職給付に係る調整累計額 △3,256 △2,117 

その他の包括利益累計額合計 88,039 75,722 

非支配株主持分 78,751 88,348 

純資産合計 629,514 667,854 

負債純資産合計 1,898,157 1,832,213 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 751,194 709,564 

売上原価 651,914 601,691 

売上総利益 99,279 107,872 

販売費及び一般管理費 65,245 71,677 

営業利益 34,034 36,195 

営業外収益    

受取利息 283 273 

受取配当金 7,631 5,791 

持分法による投資利益 4,893 3,477 

固定資産賃貸料 2,455 2,533 

その他 1,027 2,885 

営業外収益合計 16,291 14,961 

営業外費用    

支払利息 4,334 3,575 

その他 5,912 8,604 

営業外費用合計 10,246 12,179 

経常利益 40,079 38,976 

特別利益    

投資有価証券売却益 296 19,182 

持分変動利益 64 10,464 

固定資産売却益 130 5,861 

投資有価証券償還益 － 1,234 

その他 218 1,768 

特別利益合計 710 38,511 

特別損失    

環境対策引当金繰入額 1,300 10,841 

操業停止損失 1,101 2,587 

その他 1,996 2,271 

特別損失合計 4,398 15,700 

税金等調整前四半期純利益 36,391 61,787 

法人税等 10,497 14,398 

四半期純利益 25,893 47,389 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,654 1,623 

親会社株主に帰属する四半期純利益 23,238 45,766 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 25,893 47,389 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,230 △13,408 

繰延ヘッジ損益 △3,039 2,595 

土地再評価差額金 － 59 

為替換算調整勘定 4,117 △527 

退職給付に係る調整額 883 1,007 

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,481 △708 

その他の包括利益合計 4,710 △10,982 

四半期包括利益 30,604 36,407 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 27,264 34,175 

非支配株主に係る四半期包括利益 3,339 2,231 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 36,391 61,787 

減価償却費 26,426 28,007 

引当金の増減額（△は減少） △1,847 9,876 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △580 △677 

受取利息及び受取配当金 △7,914 △6,065 

支払利息 4,334 3,575 

持分法による投資損益（△は益） △4,893 △3,477 

有形固定資産売却損益（△は益） △102 △5,444 

投資有価証券売却損益（△は益） △296 △19,182 

投資有価証券評価損益（△は益） 799 2 

持分変動損益（△は益） △64 △10,464 

投資有価証券償還損益（△は益） － △1,234 

売上債権の増減額（△は増加） △27,305 4,295 

たな卸資産の増減額（△は増加） △34,995 534 

仕入債務の増減額（△は減少） 27,609 △31,133 

その他 △897 1,761 

小計 16,662 32,162 

利息及び配当金の受取額 8,385 7,478 

利息の支払額 △4,383 △4,027 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △8,114 △10,346 

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,549 25,267 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △25,168 △29,526 

有形固定資産の売却による収入 591 18,217 

投資有価証券の取得による支出 △1,117 △522 

投資有価証券の売却による収入 272 32,843 

投資有価証券の償還による収入 － 18,000 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △15,572 

その他 3,963 △1,910 

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,458 21,528 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 39,122 △7,521 

長期借入れによる収入 34,765 13,166 

長期借入金の返済による支出 △71,655 △40,868 

社債の償還による支出 △30,000 △20,000 

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 40,000 △5,000 

自己株式の取得による支出 △37 △90 

配当金の支払額 △5,241 △6,551 

非支配株主への配当金の支払額 △1,873 △1,847 

その他 △1,581 △1,793 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,497 △70,506 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,797 △439 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,614 △24,150 

現金及び現金同等物の期首残高 62,078 92,079 

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減

額（△は減少） 
732 980 

現金及び現金同等物の四半期末残高 59,196 68,910 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

                （単位：百万円） 

 
セメント 

事業 
金属 
事業 

加工 
事業 

電子材料 
事業 

アルミ 
事業 

その他 
の事業 

計 調整額 
四半期連結
損益計算書

計上額 

売上高                  

(1）外部顧客への売上高 88,913 405,578 56,394 26,480 79,945 93,881 751,194 － 751,194 

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,693 4,459 11,701 4,048 972 20,871 43,747 △43,747 － 

計 90,606 410,038 68,095 30,529 80,918 114,752 794,941 △43,747 751,194 

セグメント利益 6,046 16,805 8,150 3,330 3,613 4,942 42,888 △2,809 40,079 

（注）１．その他の事業には、原子力関連、環境リサイクル関連、不動産、エンジニアリング関連等を含んでおりま

す。

      ２．セグメント利益の調整額△2,809百万円には、セグメント間取引消去152百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△2,962百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費、基礎的試験研究費及び金融収支であります。

      ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

                （単位：百万円） 

 
セメント 

事業 
金属 
事業 

加工 
事業 

電子材料 
事業 

アルミ 
事業 

その他 
の事業 

計 調整額 
四半期連結
損益計算書

計上額 

売上高                  

(1）外部顧客への売上高 95,296 340,884 68,307 28,549 81,902 94,622 709,564 － 709,564 

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
1,653 4,437 9,456 6,833 647 20,873 43,901 △43,901 － 

計 96,950 345,322 77,763 35,382 82,550 115,495 753,465 △43,901 709,564 

セグメント利益 8,915 14,193 8,710 3,742 2,640 3,931 42,134 △3,157 38,976 

（注）１．その他の事業には、原子力関連、環境リサイクル関連、不動産、エンジニアリング関連等を含んでおりま

す。

      ２．セグメント利益の調整額△3,157百万円には、セグメント間取引消去△12百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△3,144百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費、基礎的試験研究費及び金融収支であります。

      ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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